





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『i i ， 
／ ／ ／ ／ 38 朗因詠空本要抄
／ 48 44 1 ／ 朗詠要集
54 34 3 2 1 朗円詠珠本要抄
56 31 3 2 1 後九十崇首光抄院本
77 46 3 2 1 流九布十首本抄
90 57 3 2 1 朗陽詠明文譜庫本171 
／ 12 ／ 1 14 朗金沢詠文譜庫一本








































五九五九 八 八 八 ニ ニ ニ ー 〇 〇六九
暦- - ― 五 三 ー 一 八九
百祝日 時客臨 夜七産養 袴着 臨時客 太后大饗 参賀 参賀 親王袴着 天皇行幸 遊大宴臣 誓
腐
不詳 経信源 信源経 経信源 経信源 藤斉倍か 勧学院衆 勧学院衆 詳不 藤斉信※ 雅信源※ ， 
西
---= ----—六0 五00 四 0四 0＝ 暦
八 五 - -- -
時客臨参賀 臨時客 参賀 臨時客 臨時客 参賀 袴親王着 魚味始臨時客夜産五養 誓
腐























































































































































































































































































































































六七八五五七五七五七五五五0三四九：： 八： 六： 五： 三： ニ： ー： 0：：：：九—七—四- 四-二-〇--九-九-九-八八- 暦
五節淵酔 参賀 法楽 着袴 参賀 読書始 読書始 袴着 夜産三養 ー種物 参賀 臨時客 客臨時 五節淵酔 客臨時 作文 味始魚 夜産三養 夜産養九 夜産三養 三夜産養 客臨時 夜産養九 三夜産養 渡御賀宴 婚儀賀宴 参賀 誓
腐
藤光雅 勧学衆院 詳不 藤重通 勧学衆院 範藤兼 藤公能 藤経宗 藤伊通 能藤公 勧学衆院 藤宗忠 藤宗忠 俊源師 藤宗忠 敦光藤※ 藤宗忠 藤宗忠 藤宗忠※藤為隆※ 能俊源※ 藤宗忠 藤宗忠 藤宗忠※ 宗藤忠 宗藤忠 勧学衆院 <
． 
西
ニ九ー九―九-九 0九 0九八七七八八七八六八三八ニ八ニ七九八七八七八七七七七六七ニ七ニ六九六九八六八六七六 暦
百祝日 酔五節淵 将宴大賀 酔五節淵 五節淵酔 参賀 作文 作文 時客臨 参賀 時客臨 消暑堂 清暑堂 参賀 夜産養九夜産蓑三 作文 袴着袴着袴着 臨時客酔五節淵 酔五節淵 清暑堂 臨時客 読書始 誓
腐














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































三ー 0 ニー 暦
臨時客 臨時客 臨時客 臨時客 臨時客 時客臨 時客臨 塁
腐
藤宗忠 能俊源 藤宗忠 藤宗忠 藤宗忠 信源国 信源経 <
西
八七八七六六七 四 三 暦三二八 二五
客臨時 臨時客 客臨時 臨時客 臨時客 暑清堂 臨時客 誓
輩

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































臨時客 三夜産養 臨時客 人丸影供 臨時客 五十祝日 誓
腐
藤宗忠 藤長忠 藤長忠 藤敦光 藤長忠 藤斉信
＇ ． 西〇九八七七二八六七六 暦
五節淵酔 客臨時 臨時客 客臨時 臨時客 塁
腐
藤房隆 藤能定 不詳 源資賢 甕ホ家
＇ 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































九九九九九 八八 八八 八七 七七 七七七 七六六 六五
















百五大五参作作臨清清九三作着 着 今着清 臨私読
日節将節賀文 文 時 暑 暑 夜 夜 文袴 袴様 袴暑時 宴書







泰隆定定学公隆宗光資資師詳宗 宗 師宗宗 資御公










































清暑堂 産養三夜 夜産養九 産三夜養 殿上淵酔 産五夜養
誓
盆





九九0八七 七七 暦一 八八
淵酔五節 節淵酔五 作文 夜産九養 三夜産養 誓
腐
隆房藤 藤定能 藤公時 源資賢 長藤師
＇ 
※※ 
【表
6
】
-37-
五
獣
…
…
予
（
藤
原
宗
忠
）
依
仰
朗
詠
「
佳
辰
令
月
」
句
、
又
「
徳
是
北
辰
」
之
句
敷
反
…
六
獣
…
…
重
又
朗
詠
「
東
岸
西
岸
」
之
句
（同）
0
元
永
元
年
(
-
―
―
八
）
―
一
月
一
四
日
【
藤
原
忠
通
婚
儀
賀
宴
】
人
々
淵
酔
。
予
（
藤
原
宗
忠
）
有
朗
詠
、
「
佳
辰
令
月
」
「
徳
是
北
胴
」
等
之
句
、
敷
度
令
詠
之
（
同
）
の
よ
う
に
、
誕
生
・
成
育
の
儀
礼
や
、
正
月
「
臨
時
客
」
な
ど
、
前
述
の
「
嘉
辰
令
月
」
が
常
用
さ
れ
る
場
面
に
お
い
て
、
あ
た
か
も
一
対
の
曲
の
よ
う
に
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
宗
忠
は
、
こ
の
曲
を
、
「
嘉
辰
令
月
」
と
同
格
の
祝
言
句
と
し
て
新
た
に
意
識
し
、
事
あ
る
ご
と
に
こ
れ
を
併
せ
用
い
る
こ
と
で
、
宴
遊
に
お
け
る
朗
詠
曲
の
充
実
を
図
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
、
そ
の
結
果
、
以
後
こ
の
曲
は
、
先
の
三
曲
を
凌
駕
す
る
勢
い
で
定
着
し
、
「
東
岸
」
「
新
豊
」
等
の
、
演
奏
機
会
の
限
定
さ
れ
る
曲
を
抑
え
て
、
「
常
用
曲
」
と
し
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
ま
で
成
長
し
た
の
で
あ
る。
な
お
、
こ
の
曲
は
『
朗
詠
譜
本
』
で
は
、
「
五
節
」
に
属
す
る
が
、
平
安
朝
の
五
節
の
「
殿
上
淵
酔
」
等
に
お
い
て
、
こ
の
曲
が
専
ら
用
い
ら
れ
た
(3
) 
形
跡
は
な
く
、
疑
問
が
残
る
。
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
の
注
記
に
も
、
〇
此
句
不
限
五
節
、
不
選
四
季
公
宴
、
常
用
之
如
『
令
月
』
句
、
祝
言
句
也
。
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
朗
詠
記
録
の
上
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
次
に
、
「
隆
周
之
昭
王
穆
王
」
は
、
五
曲
中
最
も
新
し
く
、
寛
弘
五
年
(
]
0
0
八
）
十
二
月
二
十
日
、
一
条
天
皇
の
第
二
皇
子
、
敦
成
親
王
の
百
日
祝
に
、
藤
原
伊
周
（
九
七
四
sl
0
1
0
)
の
書
い
た
和
歌
序
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
に
見
え
る
。
第
二
皇
子
、
百
日
嘉
辰
、
合
宴
於
禁
省
突
、
外
祖
左
丞
相
以
下
、
卿
士
大
夫
、
侍
座
者
清
清
焉
。
望
龍
顔
於
廻
尺
、
酌
鸞
瘍
於
獣
酬
。
酔
恩
之
餘
、
私
相
語
云
。
「
隆
周
之
昭
王
穆
王
暦
数
長
焉
。
我
君
又
暦
数
長
焉
。
本
朝
之
延
暦
延
喜
胤
子
多
突
、
我
君
又
胤
子
多
突
」
。
康
哉
帝
道
、
誰
不
歓
娯
。
請
課
風
俗
。
特
獣
壽
詞
、
云
爾
゜
（
和
歌
序
附
序
題
一
条
院
御
時
、
中
宮
御
産
百
日
和
歌
序
）
こ
の
句
は
、
中
宮
彰
子
所
産
の
皇
子
誕
生
を
賀
し
て
、
一
条
天
皇
の
弥
栄
を
、
周
の
昭
王
・
穆
王
（
在
位
五
十
年
余
）
、
本
朝
の
桓
武
・
宇
多
帝
（
多
産
）
に
こ
と
よ
せ
て
予
祝
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
句
の
性
格
上
、
「
臨
時
客
」
等
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
【
表
6
】
の
如
く
、
前
掲
康
和
五
年
(
―
-
0三
）
宗
仁
親
王
の
五
夜
産
養
以
後
、
主
に
皇
子
誕
生
に
伴
う
儀
礼
で
朗
詠
さ
れ
た
。
0
天
治
元
年
(
-
―
二
四
）
六
月
一
日
【
通
仁
親
王
三
夜
産
養
】
妥
可
獣
朗
詠
之
由
催
有
、
初
予
（
藤
原
為
隆
）
獣
「
佳
辰
令
月
」
句
。
大
夫
（
源
）
能
俊
卿
共
詠
。
次
予
重
詠
「
令
月
」
之
句
。
大
夫
又
詠
「
徳
是
北
辰
」
之
句
。
下
官
又
獣
「
隆
周
昭
王
穆
王
暦
敷
長
」
之
句
（
『
永
昌
記
』
）
0
天
治
元
年
(
-
―
二
四
）
六
月
七
日
【
通
仁
親
王
九
夜
産
養
】
次
四
獣
…
…
此
間
朗
詠
。
藤
大
納
言
（
藤
原
宗
忠
）
被
詠
「
佳
辰
令
月
」
「
徳
是
北
辰
」
等
句
及
再
三
予
（
藤
原
為
隆
）
合
詠
…
…
次
予
詠
「
隆
周
昭
王
穆
王
」
句
、
納
言
（
宗
忠
）
合
詠
両
三
廻
（
同
）
藤
原
宗
忠
は
、
右
の
九
夜
の
藤
原
為
隆
の
朗
詠
の
際
、
「
安
哉
、
帝
道
之
(34) 
句
、
此
事
為
眼
」
（
『
花
園
左
府
記
』
）
と
発
言
し
て
お
り
、
こ
の
朗
詠
が
、
こ
う
し
た
機
会
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
句
は
、
『
朗
詠
譜
本
』
で
も
「
后
産
」
に
属
す
る
が
、
『
朗
詠
九
十
首
--38-
以
上
の
よ
う
に
、
平
安
朝
を
通
じ
て
、
朗
詠
の
「
常
用
曲
」
と
目
さ
れ
る
も
の
は
、
「
嘉
辰
令
月
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
わ
ず
か
五
曲
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
主
に
院
政
期
以
後
、
諸
々
の
宴
遊
に
適
す
る
曲
と
し
て
順
次
採
り
入
れ
ら
れ
、
特
に
そ
の
四
曲
ま
で
が
、
正
月
の
「
臨
時
客
」
に
お
い
て
、
恒
例
の
曲
と
し
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
当
時
に
は
、
他
に
も
ま
た
さ
ま
ざ
ま
句
が
並
行
し
て
「
朗
詠
」
さ
(35) 
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
五
曲
は
他
の
句
と
は
異
な
り
、
当
初
か
ら
他
の
楽
曲
に
伍
し
て
、
宴
遊
の
「
歌
謡
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
朗
詠
」
が
既
に
、
詩
文
吟
誦
の
一
手
法
で
は
な
く
、
固
定
章
曲
を
持
つ
「
歌
謡
」
と
し
て
通
用
し
は
じ
め
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
五
曲
の
登
場
を
契
機
に
、
「
朗
詠
」
は
、
「
楽
曲
」
と
し
て
の
新
た
な
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
「
朗
詠
」
は
楽
家
の
専
有
物
と
な
り
、
更
に
多
く
の
曲
が
音
楽
的
に
整
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
、
常
に
「
嘉
辰
」
を
初
め
と
す
る
こ
れ
ら
の
「
常
用
曲
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
歌
謡
」
と
し
て
の
「
朗
詠
」
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
初
期
に
現
れ
た
五
曲
の
「
朗
詠
常
用
曲
」
の
存
在
は
、
他
の
曲
を
超
え
て
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
五
、
結
語
抄
』
の
注
記
に
は
、
必
不
限
御
産
、
於
后
宮
御
方
並
禁
中
詠
之
と
あ
り
、
ま
た
、
句
末
の
「
胤
子
多
」
は
、
未
だ
皇
子
の
数
が
少
な
い
場
合
は
、
「
胤
子
多
か
ら
ん
」
と
、
将
来
を
期
す
る
形
で
唱
え
ら
れ
る
例
で
あ
っ
た
。
注
(
1
)
拙
稿
「
日
本
朗
詠
史
年
表
稿
平
安
朝
篇
上
（
七
九
四
s
1
0
五
五
）
」
『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
第
2
3
号
平
2
.
3
参
照
(
2
)
柿
村
重
松
氏
『
倭
漢
朗
詠
集
考
證
』
（
大
15)
、
高
野
辰
之
氏
『
日
本
歌
謡
史
』
（
大
15)
、
山
田
孝
雄
氏
『
源
氏
物
語
の
音
楽
』
（
昭
9
)
、
川
口
久
雄
氏
『
日
本
古
典
文
学
大
系
和
漢
朗
詠
集
』
解
説
（
昭
40)
等。
(
3
)
『
日
本
歌
謡
集
成
第
三
巻
』
に
よ
る
。
(
4
)
平
安
朝
で
は
、
「
極
楽
尊
」
1
例
、
「
第
一
第
二
」
2
例
、
「
羅
綺
重
衣
」
3
例
、
「
八
月
九
月
」
1
例
。
「
春
過
夏
蘭
」
「
博
氏
巌
嵐
」
の
朗
詠
例
な
し
。
(
5
)
『
日
本
古
典
文
学
大
系
和
漢
朗
詠
集
」
、
『
新
編
国
家
大
観
竿
{
二
巻
新
撰
朗
詠
集
』
の
本
文
に
よ
る
。
番
号
も
同
じ
。
(
6
)
『
全
唐
詩
』
に
は
、
中
唐
慮
照
鄭
の
「
登
封
大
舗
詩
」
に
「
万
歳
千
秋
楽
未
央
」
の
句
が
見
え
る
（
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
頭
注
）
。
(
7
)
『
群
書
類
従
』
に
よ
る
。
(
8
)
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
五
十
二
巻
史
偲
部
四
』
に
よ
る
。
(
9
)
注
(
8
)
に
同
じ
。
『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
に
も
所
引
あ
り
。
(10)
『
国
史
大
系
』
に
よ
る
。
(11)
「
国
史
大
系
」
に
よ
る
。
(12)
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
河
海
抄
博
兼
良
筆
本
』
に
よ
る
。
(13)
『
朝
野
群
載
』
所
載
踏
歌
に
も
類
似
の
句
（
願
以
佳
辰
掌
榮
事
）
が
あ
る
。
(14)
『
折
口
信
夫
全
集
」
第
一
巻
「
萬
葉
集
研
究
一
、
萬
葉
詞
章
と
踏
歌
章
曲
と
」
、
『
日
本
文
学
史
ノ
ー
ト
1
』
「
踏
歌
と
朗
詠
と
」
等
。
(15)
『
日
本
古
典
文
学
大
系
大
鏡
』
に
よ
る
。
(16)
注
(15)
に
同
じ
。
同
裏
書
に
引
く
『
清
慎
公
記
』
に
記
事
が
あ
る
。
(17)
以
下
、
古
記
録
の
典
拠
は
次
の
通
り
。
『
増
補
史
料
大
成
」
1
1
『
帥
記
』
『
中
右
記
」
『
権
記
』
『
台
記
』
『
永
昌
記
」
。
『
大
日
本
古
記
録
』
1
1
「
小
右
記
』
『
殿
暦
』
『
御
堂
関
白
記
』
。
『
玉
葉
」
は
国
書
刊
行
会
本
。
(18)
『
朗
詠
要
抄
』
円
珠
本
・
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
二
本
・
『
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
』
。
(19)
「
徳
辰
」
は
「
嘉
辰
」
の
誤
り
か
。
(20)
但
し
、
唐
土
に
は
『
陽
関
三
畳
』
（
「
送
元
二
使
安
西
」
王
維
）
の
よ
う
に
、
初
句
を
略
し
て
繰
り
返
し
唱
う
例
が
あ
る
（
『
苔
渓
漁
隠
叢
話
』
・
柳
瀬
喜
代
志
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
。
(21)
『
日
本
古
典
文
学
大
系
枕
草
子
紫
式
部
日
記
』
に
よ
る
。
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(22)
『
日
本
古
典
文
学
大
系
栄
華
物
語
』
に
よ
る
。
(23)
『
日
本
古
典
文
学
大
系
和
漢
朗
詠
集
』
解
説
。
な
お
、
「
嘉
辰
」
の
訓
読
譜
に
は
、
『
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
』
の
「
嘉
辰
ノ
令
月
・
歓
キ
ハ
マ
リ
ナ
シ
・
万
歳
チ
A
ノ
ア
キ
・
架
イ
マ
タ
ナ
カ
ハ
ナ
ラ
ス
」
(171
番
）
等
が
あ
る
。
(24)
注
(18)
に
同
じ
。
(25)
唯
一
の
例
外
は
、
康
治
元
年
（
―
-
四
―
―
)
、
清
暑
堂
御
神
楽
摂
政
拍
子
合
で
の
朗
詠
で
あ
る
が
、
こ
の
大
嘗
祭
神
楽
予
行
の
楽
遊
で
は
、
任
意
の
句
が
朗
詠
さ
れ
た
ら
し
く
、
「
新
豊
酒
色
」
を
除
く
各
「
常
用
曲
」
の
例
が
あ
る
。
(26)
『
陽
明
叢
書
古
楽
古
歌
謡
集
』
（
思
文
閣
出
版
）
に
よ
る
。
(27)
「
嘉
辰
の
句
な
ん
ど
、
一
句
に
返
に
『
は
や
』
と
い
ゆ
て
も
、
又
『
や
』
と
い
ふ
は
て
＞
も
…
…
」
と
あ
る
（
岩
波
文
庫
本
『
梁
塵
秘
抄
』
に
よ
る
）
。
(28)
『
新
典
社
索
引
叢
刊
1
和
漢
朗
詠
集
漢
字
総
索
引
」
所
載
影
印
に
よ
る
。
(29)
『
群
書
類
従
』
に
よ
る
。
(30)
図
書
寮
叢
刊
「
御
産
部
類
記
』
に
所
引
。
藤
原
資
光
の
日
記
。
(31)
『
朗
詠
要
集
』
（
「
徳
是
」
の
み
）
・
『
朗
詠
要
抄
』
円
珠
本
・
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
二
本
・
『
陽
明
文
庫
朗
詠
譜
」
。
(32)
柳
澤
良
一
氏
「
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
後
代
へ
の
影
響
管
見
」
『
和
漢
比
較
文
学
叢
書
4
中
古
文
学
と
漢
文
学
I
』
汲
古
書
院
昭
6
2
.
2
(33)
五
節
の
殿
上
淵
酔
(
+
一
月
中
の
寅
・
卯
の
日
）
は
、
正
月
の
殿
上
淵
酔
（
ニ
・
三
日
）
と
共
に
、
殿
上
人
が
朗
詠
・
今
様
等
の
雑
芸
に
興
ず
る
習
い
で
、
「
東
岸
西
岸
」
を
除
く
各
「
常
用
曲
」
の
例
が
あ
る
。
後
に
「
嘉
辰
」
「
徳
是
」
「
新
豊
」
の
三
曲
が
そ
れ
ぞ
れ
専
用
曲
と
な
っ
た
（
『
綾
小
路
俊
量
卿
記
』
）
。
(34)
図
書
寮
叢
刊
「
御
産
部
類
記
』
に
所
引
。
源
有
仁
の
日
記
。
(35)
拙
稿
「
日
本
朗
詠
史
年
表
稿
平
安
朝
篇
下
(
1
0五
六
s-
―
九
二
）
」
『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
第
24
号
平
3
.
3
参
照
本
稿
は
、
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
(
A
)
「
日
本
朗
詠
史
研
究
（
そ
の
定
着
と
発
展
）
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
東
京
成
徳
短
期
大
学
専
任
講
師
）
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